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  （百万円未満四捨五入）

１．2020年12月期第１四半期の連結業績（2020年１月１日～2020年３月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上収益 事業利益 営業利益 四半期利益 
親会社の 

所有者に帰属する 
四半期利益 

四半期包括利益 
合計額 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2020年12月期第１四半期 99,824 △1.1 △6,197 － △6,078 － △4,704 － △4,649 － △18,591 － 

2019年12月期第１四半期 100,958 △3.2 △5,772 － △4,147 － △3,782 － △3,590 － 5,167 － 

 

  
基本的１株当たり 

四半期利益 
希薄化後１株当たり 

四半期利益 

  円 銭 円 銭 

2020年12月期第１四半期 △59.69 △59.69 

2019年12月期第１四半期 △46.09 △46.09 

（参考）税引前四半期利益   2020年12月期第１四半期 △6,304百万円   2019年12月期第１四半期 △4,494百万円 

 ※事業利益とは、売上収益から売上原価並びに販売費及び一般管理費を控除した、恒常的な事業の業績を測る当社独自の利益指標です。 

 

（２）連結財政状態 

  資産合計 資本合計 親会社の所有者に 
帰属する持分 

親会社所有者 
帰属持分比率 

  百万円 百万円 百万円 ％ 

2020年12月期第１四半期 609,079 152,655 152,297 25.0 

2019年12月期 638,722 174,524 174,071 27.3 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

2019年12月期 － － － 42.00 42.00 

2020年12月期 －        

2020年12月期（予想）   － － 42.00 42.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．2020年12月期の連結業績予想（2020年１月１日～2020年12月31日） 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有 

 2020年12月期の連結業績予想については、現時点で新型コロナウイルス感染症拡大の影響を合理的に算出することが困難なことから、株主及

び投資家の皆様に公正で信頼性のある情報を開示できないため見直すこととし記載しておりません。なお、合理的に算出可能となった時点で速

やかに開示致します。 

 詳細については、添付資料４ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧く

ださい。 

 



  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  -社  （社名）、除外  -社  （社名） 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更 

①  ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更：無 

②  ①以外の会計方針の変更                ：無 

③  会計上の見積りの変更                  ：無 

 

（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年12月期１Ｑ 78,794,298 株 2019年12月期 78,794,298 株 

②  期末自己株式数 2020年12月期１Ｑ 898,430 株 2019年12月期 898,162 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 2020年12月期１Ｑ 77,895,889 株 2019年12月期１Ｑ 77,885,982 株 

 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基

づいており、実際の業績等はさまざまな要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあ

たっての注意事項等については、添付資料４ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する

説明」をご覧ください。 

 

（期中営業活動の季節性について） 

 当社グループの業績は、酒類、食品飲料の各事業の需要に大きな季節変動があります。このため、第１四半期連結累計期間においては、売

上収益が他の四半期と比較して低くなる傾向があります。 

 


